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市長が示す まちづくりへの取組

 平成24年第１回市議会定例会で原田市長が示した24年度の施政方針。

 市長就任後、初めての編成となる新年度予算と市政執行の基本方針について、その内

容を抜粋してお知らせします。

新年度の施政方針から

 
日
田
市
は
、
昨
年
の
九
州
ジ
ー
ジ
ー
シ

ー
株
式
会
社
と
今
年
５
月
の
日
田
キ
ヤ
ノ

ン
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
の
操
業
開
始
、

ま
た
、
有
効
求
人
倍
率
が
僅
か
な
が
ら
改

善
を
見
せ
る
な
ど
、
一
部
に
明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
、
雇
用
環

境
を
始
め
市
内
の
経
済
は
厳
し
い
状
況
を

脱
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 
こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
を
乗
り
越

え
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
市
民

全
員
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ

と
は
自
分
た
ち
で
決
め
る
と
い
う
自
治
の

原
則
に
立
ち
返
る
た
め
に
も
、
積
極
的
な

情
報
の
開
示
を
行
い
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
多
く
の
意
見
交
換
が
必
要
で
す
。

 
そ
こ
で
24
年
度
は
、
経
済
的
な
活
動
に

対
す
る
支
援
や
継
続
的
な
都
市
基
盤
の
整

備
等
を
引
き
続
き
進
め
な
が
ら
も
、
そ
の

こ
と
を
ベ
ー
ス
に
市
民
目
線
で
創
り
出
す

市
政
運
営
を
目
指
し
、
次
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

市
民
参
加
の
開
か
れ
た
市
政

 
 
 
 
 
 
 
  

の
実
現

 
地
域
経
営
は
、
ま
ち
に
あ
る
、
人
、
モ

ノ
、
場
所
、
資
金
、
情
報
と
い
う
公
共
の

資
源
を
や
り
く
り
す
る
こ
と
で
あ
り
、
行

政
や
民
間
の
様
々
な
団
体
等
が
相
互
に
連

携
し
て
自
分
た
ち
の
意
志
で
地
域
を
つ
く

っ
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

﹁
い
っ
し
ょ
に
考
え
ん
会
﹂
の
開
催
を
始

め
と
し
て
、
様
々
な
方
の
意
見
を
ま
ち
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

 
併
せ
て
、
市
民
活
動
支
援
室
︵
市
民
団

体
の
活
動
を
支
援
す
る
部
署
︶
を
改
組
、

強
化
し
、
地
域
の
課
題
解
決
の
担
い
手
と

し
て
の
人
材
育
成
や
組
織
化
に
つ
い
て
も

支
援
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
自
主
的
な

取
組
に
対
し
て
の
積
極
的
な
支
援
や
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
始
め
と
し
た
市
民
と
の
協
働
事
業

に
も
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

 
加
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
と
行
政
の

関
係
を
ル
ー
ル
化
す
る
自
治
基
本
条
例
に

つ
い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
伺
い
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
早
期
の

制
定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

 

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革

 
 
 
 
 
 
 
  

の
推
進

 
27
年
度
か
ら
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
る

普
通
交
付
税
の
優
遇
措
置
が
段
階
的
に
削

減
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や

民
間
活
力
の
導
入
、
総
人
件
費
の
削
減
な

ど
と
併
せ
て
職
員
の
意
識
改
革
、
さ
ら
に

は
第
三
セ
ク
タ
ー
の
在
り
方
を
含
め
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
て
の
行
政
改

革
大
綱
を
策
定
し
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
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み
ま
す
。

 
ま
た
、
将
来
的
に
大
き
な
負
担
が
残
ら

な
い
よ
う
に
、
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

も
存
廃
を
含
め
た
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ

ま
す
。

 

人
が
い
き
い
き
と
輝
く
日
田

 
 
 
 
 
 
 
  

の
創
造

 
活
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
で
、
人
は
い
き
い
き
と
輝
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 
そ
の
た
め
に
も
他
地
域
に
誇
れ
る
日
田

の
歴
史
、
自
然
、
文
化
、
地
場
産
業
、
産

物
な
ど
の
地
域
資
源
を
経
済
や
ま
ち
づ
く

り
に
結
び
付
け
、
地
域
内
だ
け
で
な
く
、

地
域
外
も
含
め
た
経
済
循
環
に
つ
な
げ
て

い
く
取
組
も
大
切
で
す
。

 
農
産
物
を
始
め
地
場
産
品
等
に
つ
い
て

は
、
企
業
や
個
々
人
の
取
組
を
つ
な
げ
な

が
ら
、
日
田
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
戦
略
的
に

売
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
民
間
の
取

組
を
支
援
す
る
た
め
に
、
﹁
ひ
た
ブ
ラ
ン

ド
推
進
課
﹂
を
設
置
し
、
６
次
産
業
化
や

流
通
対
策
を
含
め
て
更
な
る
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

 
ま
た
、
日
田
の
経
済
を
支
え
る
観
光
の

重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
屋
形
船
に
つ
い

て
は
、
公
有
化
は
行
わ
ず
、
計
画
的
な
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
対
す
る
助
成
を
行
う
こ
と

で
振
興
を
図
り
ま
す
。

 
さ
ら
に
、
日
田
の
資
源
を
生
か
し
た
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
組
織
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
田
づ
く
り

 
 
 
 
 
 
 
  

の
推
進

 
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
現
在
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
災
害
備
蓄
拠
点

の
整
備
や
災
害
対
応
能
力
の
向
上
の
た
め

の
防
災
士
の
育
成
、
自
主
防
災
組
織
の
活

動
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
災

害
弱
者
支
援
の
た
め
の
要
援
護
者
支
援
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

 
さ
ら
に
、
日
田
市
の
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
育
成
に
関
す
る
分
野
で
は
、
校
舎

等
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、
教
育
環
境
整
備

に
伴
う
施
設
整
備
を
含
め
、
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

 
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
新
た
に
中
学
生

の
通
院
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、

一
部
自
己
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
る
小
・

中
学
生
の
入
院
に
つ
い
て
は
、
無
料
化
を

行
い
、
さ
ら
に
小
・
中
学
校
の
教
材
費
の

公
費
負
担
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
取
り
組

む
こ
と
で
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

 

水
郷
ひ
た
の
水
と
森
づ
く
り

 
 
 
 
        

 
の
推
進

 
日
田
の
代
名
詞
で
あ
る
﹁
水
郷
ひ
た
﹂

を
後
世
に
残
す
た
め
、
生
態
系
豊
か
で
、

透
明
感
あ
る
川
を
目
標
に
、
河
川
の
水
量

増
加
や
水
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
特

に
水
量
増
加
で
は
、
市
民
と
共
に
運
動
を

進
め
、
関
係
機
関
と
の
合
意
形
成
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 
ま
た
、
日
田
の
自
然
の
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
循
環
型
社
会
の
構
築
の
た
め
、
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
と
と
も
に
、
荒
廃
竹
林
の
整

備
等
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

 
︱
24
年
度
は
再
生
に
向
け
た

 
 
 
 
変
革
へ
の
環
境
づ
く
り
の
年
︱

 
人
口
の
減
少
や
地
方
交
付
税
の
優
遇
措

置
の
減
額
な
ど
、
先
行
き
が
不
透
明
な
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
悲
観
す
る
こ
と
な
く
、

将
来
の
展
望
を
開
い
て
い
く
た
め
に
も
24

年
度
は
、
再
生
に
向
け
た
変
革
へ
の
環
境

づ
く
り
の
年
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
変
え
る
べ
き
も
の
、
変
え
て
は
い
け
な

い
も
の
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
と
市
民
の

信
頼
関
係
を
再
構
築
し
て
い
く
た
め
に
も
、

勇
気
と
情
熱
を
も
っ
て
市
政
運
営
に
ま
い

進
し
て
い
き
ま
す
。

－ 現状を乗り越えていくために必要なことは、

                 市民全員参加によるまちづくり －
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予算
一般会計歳入予算

平成24年度 日田市の

予算
 一 般 会 計 381億1,252万円
           （前年比 0.04％増）

 特 別 会 計 213億1,350万円
           （前年比 3.3％増）

 水道事業会計（公営企業） 13億8,418万円
           （前年比 8.1％増）

 
平
成
24
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
平
成
24
年
度
当
初

予
算
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特別会計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

診療所事業

簡易水道事業

給水施設事業

公共下水道事業

特定環境保全公共下水道事業

農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業

情報センター事業

96億2,426万円

8億6,102万円

63億1,610万円

1億7,992万円

8億7,101万円

1,379万円

26億642万円

3,720万円

2億2,937万円

497万円

5億6,947万円

予算額

 
日
田
市
の
財
政
状
況
は
、
22
年
度
の
経

常
収
支
比
率
が
87.8
％
と
依
然
と
し
て
高
い

水
準
に
あ
る
こ
と
や
、
地
方
交
付
税
な
ど

に
依
存
す
る
財
政
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

将
来
の
財
政
状
況
を
見
据
え
た
予
算
編
成

に
着
手
す
る
必
要
が
あ
り
、
予
算
要
求
段

階
で
シ
ー
リ
ン
グ
︵
上
限
枠
︶
を
設
け
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

 
一
方
で
、
市
内
の
厳
し
い
経
済
状
況
を

踏
ま
え
、
景
気
対
策
に
も
配
慮
し
、
国
の

補
助
金
や
基
金
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と

と
も
に
、
市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
の
一

般
財
源
を
効
果
的
な
事
業
に
重
点
配
分
し

た
こ
と
で
、
23
年
度
予
算
と
同
規
模
の
水

準
を
確
保
し
ま
し
た
。

市税
74億533万円（19.4％）

地方交付税
136億4,000万円

（35.8％）

市債
44億3,880万円

（11.7％）

国庫支出金
52億
 2,769万円

（13.7％）

県支出金
24億7,080万円

（6.5％）

諸収入
15億4,896万円（4.1％）

繰入金
10億3,429万円（2.7％） その他 1億8,092万円（0.4％）

地方消費税交付金 7億円（1.8％）

地方譲与税 4億200万円（1.1％）

分担金及び負担金 3億8,881万円（1.0％）

使用料及び手数料 6億7,492万円（1.8％）

歳入

381億
1,252万円

(注)各会計で１万円未満を四捨五入
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  目的別分類と性質別分類

 歳出（支出）の表し方には、目

的別分類と性質別分類があり、目

的別とは行政目的によって分類す

る方法で、右の円グラフのように

なります。

 性質別とは、支出の性質によっ

て分類するもので、目的別とは違

った観点から予算を見ることがで

きます。性質別に分類した場合の

主な内訳は、以下のとおりです。

・人件費 60億4,777万円

（職員や特別職の給与、議員の報酬など）

 ⇒1億8,919万円（3.2％）増

 ※退職手当を除く人件費は9,763

  万円（1.8％）減少。

・扶助費 69億4,275万円

（高齢者や児童などに対して行う様々な

 支援に要する経費）

 ⇒2億734万円（3.1％）増

・普通建設事業費 65億3,120万円

（道路や公共施設の新増設に要する経費） 

 ⇒4億4,963万円（7.4％）増

・物件費 51億8,068万円

（賃金、旅費、交際費、需要費など消費

 的性質を持つ経費）

 ⇒4億5,593万円（8.1％）減

・貸付金 12億2,335万円

（企業融資を円滑に行うため、金融機関

 に貸し付けるお金）

 ⇒2億4,307万円（16.6％）減

(注)１万円未満は四捨五入

予算額

民生費
110億1,051万円
  （28.9％）

公債費
50億6,453万円

（13.3％）

教育費
48億6,172万円

（12.8％）

土木費
46億2,911万円

（12.1％）

総務費
43億
 7,877万円

（11.5％）

衛生費
26億2,073万円

（6.9％） 歳出

381億
1,252万円

 
 
用
 
語
 
説
 
明

▼
予
算
⋮
１
年
間
の
収
入
と
支
出
の
見
積
り

▼
一
般
会
計
⋮
行
政
運
営
の
基
本
的
な
事

 
業
を
経
理
す
る
会
計

▼
特
別
会
計
⋮
特
定
事
業
に
限
定
し
た
収

 
支
を
経
理
す
る
会
計

▼
経
常
収
支
比
率
⋮
人
件
費
・
扶
助
費
・

 
公
債
費
︵
市
の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ

 
る
お
金
︶
の
よ
う
に
、
毎
年
度
経
常
的

 
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
充
て
ら
れ
る
額

 
が
、
市
税
・
地
方
交
付
税
を
中
心
と
す

 
る
毎
年
度
恒
常
的
に
収
入
さ
れ
る
額
に

 
占
め
る
割
合
。
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
、

 
自
由
に
使
え
る
お
金
が
多
い
。

▼
地
方
交
付
税
⋮
ど
こ
の
市
町
村
も
一
定

 
水
準
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

 
よ
う
に
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

▼
地
方
譲
与
税
⋮
国
が
徴
収
し
た
自
動
車

 
重
量
税
等
か
ら
市
へ
配
分
さ
れ
る
お
金
。

▼
市
債
⋮
市
が
大
き
な
事
業
を
す
る
と
き

 
に
国
や
銀
行
等
か
ら
借
り
る
お
金
。
市

 
の
借
金
。

▼
国
庫
︵
県
︶
支
出
金
⋮
市
が
行
う
事
業

 
に
対
し
て
国
︵
県
︶
か
ら
交
付
さ
れ
る

 
お
金
。

▼
分
担
金
及
び
負
担
金
⋮
一
定
の
事
業
で

 
特
定
の
利
益
を
受
け
る
人
に
負
担
し
て

 
も
ら
う
お
金
。

▼
繰
入
金
⋮
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
い

 
た
お
金
な
ど
を
取
り
崩
し
、
歳
入
に
繰

 
り
入
れ
た
お
金
。

消防費 12億3,170万円（3.2％）

農林水産業費
18億135万円（4.7％）

商工費
19億7,786万円（5.2％）

議会費 3億921万円（0.8％）

労働費 1億1,193万円（0.3％）

その他 1億1,510万円（0.3％）

一般会計歳出予算

8億7,808万円収益的収入

7億4,220万円収益的支出

2億4,624万円資本的収入

6億4,198万円資本的支出

水道水の提供と料金納入
などに伴って発生する収
入及び支出

収益的収入及び支出に属
さないもののうち、主と
して水道施設の建設改良
費や企業債（借金）に関
する収入及び支出

水道事業会計 予算額
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 ４・５ページでお伝えした平成24年度当初予算に基づき、本年度

も多くの事業（取組）が実施されます。

 取り組んでいく事業を「まちづくり」という観点から６つの分野に

分け、その主な事業を抜粋して紹介します。

 ※１万円未満の金額は、四捨五入しています。

・乗合タクシー運行事業

 23年度に実証運行を行った大鶴地区デマンド

タクシーを本格運行に移行し、さらに求来里地域

及び三池町・池辺町でデマンドタクシーの実証運

行を行います。 【688万円】

・三和団地Ｂ号住宅大規模改修事業

 三和団地Ｂ号の天井等に使用されているアスベ

スト除去と併せてエレベーターを設置するなど、

大規模改修を行います。  【２億6,708万円】

・公園整備事業

 大山ダム水源地域整備

計画に基づき西峰スポー

ツ公園（大山町）を整備。

また、開設以来50年が経

過し、施設も老朽化した

竹田公園をリニューアル

するための実施設計を行

います。

     【１億9,219万円】

便利で快適なまちづくり

心豊かで輝く人の育つ

      まちづくり

・文化芸術鑑賞公演委託事業

 市民団体等に文化芸術鑑賞公演招へいの企画・運

営を委託し、行政側からは捉えにくい市民ニーズを

反映して集客を図ります。        【404万円】

・小中学校校舎等新増改築事業

 校舎等の耐震化と、小中一貫校（大明・津江）の

新設を行います。     【19億3,592万円】

健やかに安心して

  暮らせるまちづくり

・水痘（水ぼうそう）・おたふくワクチン接種事業

 任意接種である水痘・おたふくかぜワクチンの

接種費用を助成し、保護者の経済的負担を軽減し

ます。 【1,077万円】

・高齢者見守り支援事業

 高齢者や障がい者などの要援護者情報のシステ

ム化を図り、災害等発生時の迅速な要援護者の把

握、支援活動に活用します。 【571万円】

・子ども医療費助成事業

 新たに中学生の通院まで医療費の助成を拡大す

るとともに、小・中学生の入院に掛かる自己負担

も無料化し、子供を養育する家庭への経済的支援

を行います。  【１億9,478万円】

・災害備蓄拠点整備事業・防災士育成事業

 災害等で避難生活が必要となる住民への生活必

需品や資機材等の備蓄品を整備するとともに、災

害対応スキルの向上を図るため、防災士を育成し

ます。  【4,936万円】

平成24年度の主な
事業

快

輝

安
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【問合せ】財政課財政係 ☎２２－８６３４（市役所４階）

・中心市街地街路灯改修整備事業

 中央商店街のイメージアップを図り、歩行者等の

来街者の安全を確保するため、商店街を通る市道の

整備に合わせ、２か年に分けて街路灯の改修を行い

ます。 【 3,000万円 】

・屋形船修復補助事業

 各旅館が所有する屋形船を計画的にリニューアル

し、統一したデザインにすることで、屋形船の稼働

率を上げ、観光産業の振興を図ります。

 【 2,025万円 】

環境にやさしいまちづくり

・志民人材創出事業

 「ソーシャルビジネス創出講座」を定期的に開催

し、地域やグループの中心となって活動する人材を

育成します。 【 292万円 】

・市税納付環境整備事業

 納税者の利便性を向上させるため、市税等をコン

ビニエンスストアでも納付できるようにします。

 【 233万円 】

個性を生かした産業振興によるまちづくり

市民協働によるまちづくり

・住宅用太陽光発電システム設置補助事業

 再生可能エネルギーの利用を積極的に支援するた

め、住宅用太陽光発電システム設置者に対して補助

を行います。  【 1,500万円 】

・木質バイオマス資源利用促進事業

 バークや端材の処理が課題となっているため、バ

ーク等の木質バイオマス資源の利用を促進する施設

整備への支援等を行います。 【 525万円 】

・戸別所得補償経営安定推進事業

 地域農業のあるべき方向や地域の中心となる

経営体を定めた地域農業マスタープランの作成

を支援。また、農地集積協力者に対し協力金を

交付します。 【 630万円 】

・日田材需要拡大緊急対策事業

 投資効果の大きい木造住宅の建設促進を図る

ため、木造住宅の新築・リフォームを対象に、

日田材の現物支給を行います。

 【 7,250万円 】

・羽田多目的交流館管理事業

 旧羽田小学校を各種団体の研修や合宿等の場

所として活用し、地域振興を図るための施設と

して管理・運営を行います。 【 986万円 】

・行政改革大綱策定・推進事業

 事務事業の見直しや民間活力の導入など、市

民サービスの向上に向けた行政改革大綱を策定

します。また、事業の在り方などを外部の視点

から公開の場で議論を行う外部評価を実施しま

す。 【 85万円 】

産

環

協



各
課
の
業
務
内
容
と
配
置

行
政
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

市
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
、
行
政
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
見
直
し
に
伴
い
、
事
務
室
が
移
動
し
た
課
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
来
庁
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【問合せ】総務課職員係 ☎２２－８３９２（市役所４階）

82012. 4. 1 

□市長事務部局

総務部

市民環境部

企画振興部

■企画課 ☎�８２２７（市役所６階）

■環境課 ☎�８３５７（市役所２階）

■市民活動推進課
 ☎�７５１５（市役所２階）

■人権・同和対策課
 ☎�８０１７（市役所別館１階）

■地域振興課
 ☎�８３５６（市役所６階）

■文化振興課
 ☎�５０００（パトリア日田内）

■東有田振興センター ☎�８１１１

■小野振興センター ☎�２２０１

■大鶴振興センター ☎�２１２１

■夜明振興センター ☎�２１２１

■五和振興センター ☎�４１２６

■天瀬振興局 ☎�８２０１

■大山振興局 ☎�３１０１

■前津江振興局 ☎�２１１１

■中津江振興局 ☎�３１１１

■上津江振興局 ☎�２０１１

職員係 人事、給与、福利厚生など

行政係 法制執務、情報公開など

秘書係 市長等の秘書業務など

広報係 広報発行、ホームページの管理など

防災・危機管理室    ☎�８３６３
防災・危機管理係 防災、災害全般、消防団など

政策企画係 総合計画、政策・企画など

行政改革推進係 行政評価、行政改革など

土地開発公社       ☎�８２２３
開発係 公用地の先行取得など

地域振興係 地域振興、定住促進など

コミュニティ交通係 公共交通など

総務管理係 施設の維持・管理など

事業推進係 自主事業、文化施策の振興など

日田市民文化会館 
 ☎�５０００（パトリア日田）

総務振興課
総務振興係 地区の民生、消防・防災など

産業建設課
産業振興係 地区の産業振興など

管理係 地区の施設の管理など

馬原出張所 ☎�２９９５
五馬出張所 ☎�２９９４

総務振興課
総務振興係 地区の民生、消防・防災など

産業建設課
産業振興係 地区の産業振興など

管理係 地区の施設の管理など

大山ダム対策室

総務振興課
総務振興係 地区の民生、消防・防災など

産業建設課
産業建設係 地区の産業振興、施設の管理など

総務振興課
総務振興係 地区の民生、消防・防災など

小規模集落対策係 小規模集落問題など

産業建設課
産業建設係 地区の産業振興、施設の管理など

総務振興課
総務振興係 地区の民生、消防・防災など

産業建設課
産業建設係 地区の産業振興、施設の管理など

■総務課 ☎�８２０１（市役所４階）

財政係 予算の編成・執行・決算など

管財係 市有財産管理、公用車管理など

契約検査室 ☎�８５２０（市役所２階）
工事契約検査係 工事の入札、契約、検査など

用度係 物品の購入契約など

■財政課 ☎�８２１５（市役所４階）

■税務課 ☎�８３９７（市役所１階）

税制窓口係 
法人市民税、軽自動車税、各種税証明など

市民税係 
市民税、国民健康保険税、介護保険料など

資産税係 固定資産税、地籍調査など

納税係 納税相談、市税の徴収・滞納処分など

■情報統計課
 ☎�８２２９（市役所６階）

情報・統計係 情報化計画、公用統計など

水郷テレビ情報係 水郷TVの企画、管理など

■市民課 ☎�８２０４（市役所１階）

窓口サービス係 住民票の交付、火葬許可など

戸籍係 戸籍の記載、管理など

葬斎場          ☎�４０４０

人権・同和対策係 人権施策の企画など

啓発推進係 人権啓発の推進など

人権啓発センター     ☎�８０１７
企画研修係 研修、啓発事業の企画など

学習情報係 自己啓発学習の支援など

京町集会所        ☎�４６２０
北友田３丁目地区集会所  ☎�６９２０

企画推進係 環境施策の推進など

水・環境係 水環境施策、公害防止など

生活環境係 ごみ減量、廃棄物処理など

バイオマス資源化センター☎�５８１１
清掃センター      ☎�０１１１
環境衛生センター    ☎�３４７２

活動支援係 市民活動の支援、相談など

生活安全係 交通安全など

３日以内窓口係 行政相談、情報公開など

  ☎�８２３３（市役所１階）
消費生活・男女共同参画推進係
        消費生活、男女共同参画など
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□教育委員会事務部局

□その他事務部局 商工観光部

土木建築部

教育庁 福祉保健部

■社会福祉課
 ☎�８２０３（市役所１階）

■こども未来室
 ☎�８３１７（市役所１階）

■健康保険課 ☎�８２７１

■長寿福祉課
 ☎�８２９９（市役所１階）

■都市整備課
           ☎�８２１７（市役所５階）

■教育総務課
 ☎�８２３４（市役所別館３階）

■社会教育課
 ☎�６８６８（中央公民館内）

■文化財保護課 ☎�７１７１

■学校給食課 ☎�５１８５

■人権・同和教育室   
 ☎�８２３６（市役所別館２階）

■学校教育課
 ☎�８２２１（市役所別館３階）

■土木課 ☎�８２１６（市役所５階）

■商工労政課
 ☎�８２３９（市役所３階）

■観光課 ☎�８２１０（市役所３階）

■ひたブランド推進課
 ☎�８２２４（市役所３階）

子育て支援係 保育園、保育サービスなど

家庭支援係 乳幼児・児童の医療費など

指導調査係 人権教育の計画、実施など

■建築住宅課
 ☎�８２１８（市役所５階）

■下水道課
 ☎�８２１９（市役所５階）

■会計課 ☎�８２０７（市役所１階）

■議会事務局
 ☎�８２１４（市役所３階）

■選挙管理委員会事務局
 ☎�８２０９（市役所７階）

■監査委員事務局
 ☎�８２９７（市役所７階）

■農業委員会事務局
  ☎�８２１３（市役所３階）

■水道課 ☎�８２２０（市役所５階）

出納係 歳入歳出の収支、決算、出納業務など

選挙係 各種選挙事務の管理、執行など

調査係 監査事務、決算審査など

農地調整係 
農地買収、売渡し、農地法による各種申請など

管理係 水道の開閉栓、水道料金など

工務係 上水道の拡張、簡易水道の新設など

浄水係 上水道の取水・導水、施設の管理など

上野浄水場 ☎�１２７０

チャイルドプラザ ☎�５３００

高瀬保育園 ☎�５００５

光岡保育園 ☎�３６０８

あまがせ保育園 ☎�３４９１

なかつえ保育園 ☎�３０４４

すぎっ子保育園 ☎�２５０５

中央児童館 ☎�６４０６

天瀬児童館 ☎�８９２２

大山児童館 ☎�２９０１

松原児童館 ☎�２９２２

福祉総務係 福祉機関との連携、地域福祉計画など

生活福祉係 生活保護など

障害福祉係 障がい者施策など

延寿寮 ☎�２０８２
老人福祉センター ☎�２１２３

農産振興係 農産物の振興、集落営農組織の育成など

内水面・畜産振興係 水産業、畜産業の振興など

基盤整備係 土地改良事業、災害復旧など

総務企画係 教育委員会全般に関することなど

学校施設管理係 学校施設の管理、営繕など

小・中学校
津江中学校寄宿舎 ☎�３７５９

学務係 児童・生徒の就学・援助など

指導係 学習指導、生活指導など

教育センター ☎�１０１９
研修係・相談係 
研修の企画、教育相談、学習相談など

生涯学習推進係 生涯学習の企画運営など

スポーツ振興係 
スポーツの振興、体育施設の管理など

中央公民館 ☎�６８６８
地区公民館
博物館 ☎�５３９４
淡窓図書館 ☎�２４９７
奉仕係 図書の貸出、図書館の管理運営など

文化財管理係 
文化財の調査、保護、管理など

埋蔵文化財係 
埋蔵文化財の調査、史跡の保護、整備など

町並み保存係 
伝統的建造物群保存地区の整備など

咸宜園教育研究センター
世界遺産推進室 ☎�０２６８

管理係 
給食センター、その他給食調理場の管理など

学校給食センター ☎�５１８５
天瀬学校給食共同調理場 ☎�２５５１
大山学校給食共同調理場 ☎�２１６４
前津江学校給食共同調理場 ☎�２２０１
津江小学校給食調理場 ☎�２０７５
津江中学校給食調理場 ☎�３１６０

森林整備係 森林の整備、計画など

林業振興係 木材産業の振興の企画、調整など

有害鳥獣対策係 有害鳥獣の駆除、被害防止など

都市計画係 都市計画の調査、決定など

地域整備係 国・県道の整備、街路整備など

公園緑地係 公園、緑地の整備など

保健医療係 保健衛生、医療、予防接種など

健康支援係 健康増進、栄養指導など

 ☎�３０００（ウェルピア内）
国保・年金係 国民健康保険の運営、国民年金など

 ☎�８２７１（市役所１階）

東渓診療所 ☎�２５００
上津江診療所 ☎�３００１

商業・労働福祉係 商業の振興、労働福祉など

地場産業振興係 地場産品の販売促進など

企業立地推進室 ☎�８３１３
企業立地推進係 企業誘致など

観光振興係 観光宣伝、誘客対策など

施設管理係 観光施設の管理など

流通対策係 日田ブランド化の推進、流通など

ひた生活領事館イン福岡 
 ☎０９２-８８５-８１３０

長寿福祉係 高齢者の福祉など

介護保険係 介護保険の運営・給付など

介護認定係 介護認定の調査・審査など

農林振興部

■農業振興課
 ☎�８２１１（市役所３階）

■林業振興課
 ☎�８３６２（市役所３階）

管理係 市道の維持管理など

道路係 市道の新設、改良など

河川水路係 普通河川の整備など

住宅係 市営住宅の管理など

建築係 市有建築物の営繕など

指導審査係 建築物等の確認審査など

管理係 公共下水道の受益者負担、使用料など

下水道係 公共下水道の施工など

施設係 公共下水道終末処理施設の管理など

浄化センター ☎�３３５０
大山ダイヤモンドプレイス ☎�２７３０

総務係 議会の庶務、議決事項の処理など

議事係 会議の記録、各委員会の庶務など
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定
期
予
防
接
種

 
市
で
は
、
子
供
の
健
康
状
態
に
合
わ
せ

て
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
個
別
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 
予
防
接
種
を
受
け
て
免
疫
を
付
け
、
病

気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 
予
防
接
種
は
、
12
・
13
ペ
ー
ジ
の
医
療

機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に

予
約
し
、
子
供
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

□
乳
幼
児
対
象
の
予
防
接
種

 
出
生
や
転
入
の
届
出
が
あ
っ
た
翌
月
に
、

次
の
２
つ
を
郵
送
し
ま
す
。

・
冊
子
﹁
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
﹂

※
こ
の
冊
子
を
よ
く
読
み
、
予
防
接
種
の
必

 
要
性
や
副
反
応
を
正
し
く
理
解
し
た
上
で

 
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
乳
幼
児
期
に
受
け
る
予
防
接
種
の
予
診
票

※
予
診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
連
絡
し
て

 
く
だ
さ
い
。

※
予
診
票
は
、
子
供
の
健
康
状
態
を
把
握
す

 
る
た
め
の
大
切
な
書
類
で
す
。
保
護
者
が

 
責
任
を
持
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
す
る
際
は
、
必
ず
母
子
健
康
手
帳
を 

 
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
小
学
生
対
象
の
予
防
接
種

 
予
診
票
は
、
各
学
校
を
通
じ
て
送
付
し

ま
す
の
で
、
保
護
者
が
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

□
接
種
期
間
が
あ
る
予
防
接
種

︻
ポ
リ
オ
︼

・
申
込
期
限
 
４
月
20
日
㈮

・
接
種
期
間
 

 
４
月
２
日
㈪
～
28
日
㈯

 
10
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬

︻
日
本
脳
炎
︼

 
平
成
17
年
か
ら
の
積
極
的
な
接
種
勧
奨

差
し
控
え
に
よ
り
、
次
の
対
象
に
該
当
す

る
人
で
、
第
１
期
予
防
接
種
が
終
わ
っ
て

い
な
い
20
歳
未
満
の
人
は
接
種
で
き
ま
す
。

 
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
対
象
 
平
成
７
年
６
月
１
日
か
ら
平
成

 
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

任
意
予
防
接
種

 
市
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を

促
進
す
る
た
め
、
予
防
接
種
法
で
は
定
め

ら
れ
て
い
な
い
任
意
の
予
防
接
種
費
用
を

全
額
助
成
し
ま
す
。

 
接
種
を
希
望
す
る
対
象
者
は
、
早
め
の

接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

□
助
成
対
象
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
︵
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
︶
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
︵
水

ぼ
う
そ
う
︶
ワ
ク
チ
ン
、
お
た
ふ
く
か

ぜ
︵
ム
ン
プ
ス
︶
ワ
ク
チ
ン

□
助
成
期
限
日

 
平
成
25
年
３
月
30
日
㈯

※
水
痘
︵
水
ぼ
う
そ
う
︶、
お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、

 
４
月
２
日
以
降
に
接
種
し
た
費
用
が
対
象
。

□
個
人
負
担
額
 
無
料

 
︵
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
み
全
額

 
助
成
︶

□
申
込
方
法
 
必
ず
事
前
に
、
実
施
し
て

 
い
る
医
療
機
関
に
予
約

※
体
調
が
良
い
と
き
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

予
診
票
は
、
医
療
機
関
に
備
え
付
け
て
い
ま

 
す
。
保
護
者
が
責
任
を
持
っ
て
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

□
予
防
接
種
の
種
類

︻
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
︼

 
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
で
あ
る
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
す
る
ワ

ク
チ
ン
で
す
。

※
平
成
24
年
度
に
高
校
２
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
人
で
、
平
成
23
年
度
中
に
１
回
以

上
接
種
し
た
人
も
、
３
回
の
接
種
が
完
了

す
る
ま
で
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
近
年
、
20
・
30
代
の
女
性
に
子
宮
頸
が
ん

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
予
防
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
定
期
的
に
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

︻
水
痘
︵
水
ぼ
う
そ
う
︶
ワ
ク
チ
ン
︼

 
水
ぼ
う
そ
う
の
原
因
で
あ
る
水
痘
・
帯

状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
す
る
ワ

ク
チ
ン
で
す
。

︻
お
た
ふ
く
か
ぜ
︵
ム
ン
プ
ス
︶
ワ
ク
チ
ン
︼

 
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
原
因
で
あ
る
ム
ン
プ

ス
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ

ン
で
す
。

 
予
防
接
種
と
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
免
疫
を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
発
病
を
予
防
し
た
り
症
状
を
軽
く
し
た
り
す
る
方
法
で
す
。

感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
病
気
を
流
行
さ
せ
な
い
た
め
に
も
予
防
接
種
を
受
け
て
免
疫
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
の
ご
案
内



11 2012. 4. 1

︻
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

 
ク
チ
ン
︼

 
主
に
細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防
す
る
ワ
ク

チ
ン
で
す
。

・
接
種
回
数
 
接
種
を
開
始
す
る
年
齢
に

 
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
︵
最
大
４
回
︶

※
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、
必
ず
﹁
母

 
子
健
康
手
帳
﹂
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

［表１］接種回数と標準的な接種期間

接種開始（１回目の接種）年齢

２か月以上７か月未満

（標準）      

ヒブワクチン 小児用肺炎球菌ワクチン

４回接種
４～８週の間隔で３回接種
後、おおむね１年後に１回
接種

４回接種
27日以上の間隔で３回接
種後、60日以上空けて１
回接種

７か月以上１歳未満

１歳以上２歳未満
１回接種

２歳以上５歳未満

60日以上の間隔で２回接種

１回接種

３回接種
４～８週の間隔で２回接種
後、おおむね１年後に１回
接種

３回接種
27日以上の間隔で２回接
種後、60日以上空けて１
回接種

※３ 麻しん・風しん混合ワクチン接種を行いましょう

麻しんワクチンの予防接種を１回しか受けていない人のために、平成20年から２回目の予防接種を行っています。（平

成24年度までの期間限定措置です）

・対象者 中学校１年生と高校３年生に相当する年齢の人

※予防接種は、麻しん流行が予想される前の４月から６月までの間に行いましょう。

定期予防接種

任意接種

ＢＣＧ

ポリオ

子宮頸がん
予防ワクチン

日本脳炎

三種混合

［表２］定期・任意予防接種スケジュール

ニ種混合

※１ 三種混合…ジフテリア・破傷風・百日ぜきの混合ワクチン。

※２ 二種混合…ジフテリア・破傷風の混合ワクチン。

出
生
時

３
か
月

６
か
月

１
歳

２
歳

３
歳

４
歳

５
歳

６
歳

７
歳

８
歳

９
歳

10
歳

11
歳

12
歳

13
歳

14
歳

15
歳

16
歳

17
歳

18
歳

19
歳

初回

１期 ２期 ３期 ４期

追加

初回追加

２期１期

初回：20～56日の間隔で３回接種

追加：初回（３回目）接種後、１回接種

１回接種（家族内に結核患者発生の場合

は３か月未満でも受けることができます）

接種回数は、接種を開始する年齢によって異な

ります（最大４回）※詳細は表１のとおり。

１期：６～28日の間隔で２回接種
２期：１回接種
※相当年齢は、小学校就学前の１
 年間
３期・４期：※３をご覧ください

６日以上

27日以上

27日以上

27日以上

27日以上

６日以上

６日以上

27日以上

６日以上

６日以上

41日以上の間隔で２回接種

初回：６～28日の間隔で２回接種

追加：１回接種

１歳から３歳未満の間に１回接種

１回接種

１歳から３歳未満の間に１回接種

麻 し ん （ は し

か）・風しん混合

水痘（水ぼうそう）
ワクチン

おたふくかぜ（ム
ンプス）ワクチン

ヒブワクチン・小児
用肺炎球菌ワクチン

異なった種類
のワクチンを
接種する場合
の間隔

接種回数は、ワクチンの種類によっ
て異なります ※相当年齢は、中学
校１年生から高校１年生
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三種混合、ＢＣＧ、麻しん・風しん、日本脳炎・二種混合

※個別接種を受けるときは、医療機関に電話で予約をしてください。

平 成 2 4 年 度 個 別 接 種 実 施 医 療 機 関

医 療 機 関 住 所 電 話 番 号 実 施 曜 日 実 施 時 間

８:30～12:00

14:00～17:00

8:30～12:00

9:00～11:30

13:30～17:00

9:00～11:30

13:30～14:30

16:00～17:00

9:00～12:00

9:00～17:00

9:00～12:00

14:00～17:00

14:00～17:00

8:30～17:00

8:30～15:00

13:30～17:00

9:00～12:00

11:00～12:00

午後～（要予約）

8:30～17:30

8:30～12:30

11:00～12:00

14:00～16:00

14:30～16:00

14:00～15:00

15:30～16:30

14:00～16:30

13:00～13:30

15:00～16:00

14:00～17:00

9:00～12:00

14:00～17:00

9:00～12:00

8:30～18:00

8:30～12:30

9:00～17:00

9:00～12:30

9:00～19:00

9:00～12:30

9:00～16:00

14:00～17:00

14:00～17:00

10:00～12:00

14:00～14:30

9:00～11:30

13:30～17:30

9:00～11:30

15:30～16:30

２３－０８０８

２４－２３２３

５７－２３８８

２３－４１５３

２２－６１６１

２２－３１３１

５４－３０２１

２３－８１２３

２２－００３３

２２－１２３１

２８－８７７１

２３－８３８６

２８－２２２０

２２－１１７０

２４－１１４８

２３－６１１５

２２－１６００

２２－３２９２

２４－３３５５

２２－７１５１

２２－３３００

２３－６００９

２２－１６４８

２２－２６６２

２４－４１５５

２２－７１７１

５２－２０１７

２４－１１００

５４－３００１

５７－２５００

豆田町

淡窓２丁目

天瀬町赤岩

豆田町

淡窓２丁目

隈２丁目

中津江村栃野

石井町２丁目

隈１丁目

城町１丁目

清岸寺町

若宮町

大肥本町

田島１丁目

中央１丁目

元町

銭渕町

本町

田島２丁目

三本松２丁目

誠和町

天神町

清岸寺町

新治町

中央１丁目

南元町

大山町西大山

清水町

上津江町川原

天瀬町合田

秋 吉 病 院

麻 生 小 児 科 医 院

天 瀬 温 泉 病 院

石 井 産 婦 人 科

岩 尾 病 院

大 河 原 病 院

奥 平 医 院

河 津 内 科 呼 吸 器 科

隈 診 療 所

桂 林 胃 腸 科 循 環 器 科 病 院

こ じ か こ ど も ク リ ニ ッ ク

五 反 田 胃 腸 科 外 科 病 院

齊 藤 医 院

佐 藤 内 科 医 院

下 飛 田 小 児 科

城 谷 病 院

聖 陵 岩 里 病 院

膳 所 医 院

新 関 内 科 医 院

原 病 院

坂 東 小 児 科

日 野 内 科

福 田 医 院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

松 浦 ク リ ニ ッ ク

若 宮 病 院

渡 辺 医 院

済 生 会 日 田 病 院

上 津 江 診 療 所

東 渓 診 療 所

月～金（乳幼児を除く）

土（乳幼児を除く）

月～金

土

月～金

土

月・火・水・土

木

月～金（乳幼児を除く）

月～金

月～金

土

月・火・水・金(中学・高校生のみ）

月～土（第１土曜日休診）

火・水・木・土

水

月～金

土

月・水・金

月～金（乳幼児を除く）

月～金

土

月・水・金

月～土

月

月・水・木・金

月～金（乳幼児を除く）

月～金

土

月～金

土

月～金（乳幼児を除く）

土（乳幼児を除く）

月・火・木・金（乳幼児を除く）

水（乳幼児を除く）

土（乳幼児を除く）

月・火・水・金

月～金

月～金

火・木

月・火・木・金

水

月・火・木・金
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ポリオ

医 療 機 関 住 所 電 話 番 号 実 施 期 間

２４－２３２３

５４－３０２１

２８－８７７１

２４－１１４８

２２－３３００

淡窓２丁目

中津江村栃野

清岸寺町

中央１丁目

誠和町

麻 生 小 児 科 医 院

奥 平 医 院

こ じ か こ ど も ク リ ニ ッ ク

下 飛 田 小 児 科

坂 東 小 児 科

４月と10月が接種月です。

接種日・時間は申込時に確認してください。

子宮頸がん

医 療 機 関 住 所 電 話 番 号 実 施 期 間

２４－２３２３

５７－２３８８

２３－４１５３

２８－２２０２

５４－３０２１

２２－００３３

２２－１２３１

２４－１１００

２４－１１４８

２２－１６００

２７－５０５０

２２－３３００

２３－８８８９

２２－１６４８

２４－４１５５

２４－３５８４

２４－１５１５

２２－７１７１

５４－３００１

５７－２５００

淡窓２丁目

天瀬町赤岩

豆田町

大鶴本町

中津江村栃野 

隈１丁目

城町１丁目

清水町

中央１丁目

銭渕町

清水町

誠和町

上手町

清岸寺町

中央１丁目

玉川町

三芳小渕町

南元町

上津江町川原

天瀬町合田

麻 生 小 児 科 医 院

天 瀬 温 泉 病 院

石 井 産 婦 人 科

井 上 鶴 川 堂

奥 平 医 院

隈 診 療 所

桂 林 胃 腸 科 循 環 器 科 病 院

済 生 会 日 田 病 院

下 飛 田 小 児 科

聖 陵 岩 里 病 院

聖 陵 花 月 ク リ ニ ッ ク

坂 東 小 児 科

日 田 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院

福 田 医 院

松 浦 ク リ ニ ッ ク

宮 原 レ デ ィ ー ス ク リ ニ ッ ク

み よ し ク リ ニ ッ ク

若 宮 病 院

上 津 江 診 療 所

東 渓 診 療 所

助成対象の期間は、４月２日から平成25年

３月30日までです。

必ず事前に、実施している医療機関に予約し

てください。

接種日・時間は申込時に確認してください。

ヒブ、小児用肺炎球菌、水痘（水ぼうそう）、おたふくかぜ

医 療 機 関 住 所 電 話 番 号 実 施 期 間

２４－２３２３

５４－３０２１

２８－８７７１

２４－１１００

２４－１１４８

２２－３３００

５４－３００１

５７－２５００

淡窓２丁目

中津江村栃野

清岸寺町

清水町

中央１丁目

誠和町

上津江町川原

天瀬町合田

麻 生 小 児 科 医 院

奥 平 医 院

こ じ か こ ど も ク リ ニ ッ ク

済 生 会 日 田 病 院

下 飛 田 小 児 科

坂 東 小 児 科

上 津 江 診 療 所

東 渓 診 療 所

助成対象の期間は、４月２日から平成25年

３月30日までです。

必ず事前に、実施している医療機関に予約し

てください。

接種日・時間は申込時に確認してください。

【問合せ】健康保険課保健医療係 ☎２４－３０００（ウェルピア内）
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楽しく体を動かそう！
 ３月10日、振付家・ダンサーとして国内外で活

躍する楠原竜也さんを講師に招いたダンスワークシ

ョップがパトリア日田で行われ、小学生13人がダ

ンスで汗を流した。参加者は２人組を作り、体全体

を使って様々な動きを表現。少しずつグループの人

数を増やし、協力して複雑なポーズや動きを作り出

すことで、交流を深めていた。

 子供たちは「一緒に取り組む相手や人数によって

いろいろなポーズができて楽しかった」と話した。

待ち遠しい満開 梅まつり
 ２月19日から３月18日まで開催された第32回日

田おおやま梅まつり。そのイベントの一つとして、

３月４日、おおくぼ台梅園で梅娘の認証式や野点、

烏宿太鼓の演奏などが行われた。

 例年であればこの時期、梅の花を楽しんで春を満

喫することができるが、今年は寒い日が続いたため、

当日はまだほとんどつぼみの状態。しかし、様々な

ステージイベントや苗木の無料配布、出店などがあ

り、終日、多くの観光客でにぎわった。

大人も子供もダンボール工作に熱中
 ３月18日、パトリア日田で第７回子どもフェス

ティバルが開催され、多くの親子連れが訪れた。

 各会場では「きく、みる、作る」をテーマに様々

な催しが行われ、中でも人気のダンボール迷路では、

子供たちが縦9.6m×横9.6m高さ1mの大きな迷路

の中を元気いっぱい動き回っていた。また、ダンボ

ール工作では鎧兜と甲冑作りが行われ、大人も熱中

して工作に取り組んでいた。

 小ホールで開催された絵本カーニバルin日田では、

約700冊の本がステージと観客席に展示され、訪れ

た人は思い思いの場所で自由に読書を楽しんでいた。

 各体験コーナーも多くの人でにぎわい、子供たち

は楽しい休日を満喫していた。

よろいかぶと かっちゅう
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石坂石畳道に道しるべを設置
 ３月17日、三和小学校の児童約40人が石坂石畳

道に道しるべを設置した。

 これは、同校が授業の一環として地域の文化遺産

を学ぶ中で、石坂石畳道の特徴を分かりやすく表示

したいという児童の声をきっかけに県と市、地元住

民や建設業協会青年部が協力し、実現したもの。

 児童たちが設置した道しるべには、全長約1.2km

の道中にある16か所の屈曲に番号とスタート地点

からの距離がしるされている。

米占いで一年を占う
 ３月15日、大原八幡宮で今年１年の吉凶などを

占う「米占い行事」（通称 かゆだめし）が行われた。

この行事は、小豆飯を盛った盆に生えたかびの状態

を見て、作物の収穫等を占うもので、国の無形民俗

文化財に選択されている。

 宮司が供えていた神殿から盆を境内へ運び出すと、

氏子らが取り囲んでかびを観察。生え方や色などか

ら、「今年は雨が多いが、作物の出来具合は良さそ

うだ」と占った。

行徳家住宅を寄附
 夜明関町にある国重要文化財行徳家住宅の所有者

である行徳雄平さんから寄附の申込みを受け、３月

11日、感謝状の贈呈が市役所で行われた。これま

で行徳家が行っていた維持管理と公開活用を、４月

１日から市が引き継ぐことになる。行徳家住宅は、

１８４２年に建てられたかやぶきの二階建てで、手

入れが行き届いた美しい日本庭園が特徴。行徳さん

は「秋は紅葉がとても美しいので、多くの人に訪れ

てほしい」と話した。

青空の下、絵本に親しむ
 絵本を積んで全国を巡回している講談社のキャラ

バンカーが、３月11日、淡窓図書館を訪問した。

 この日キャラバンカーに積まれた絵本は、新刊を

中心とした約５５０冊。会場に訪れた多くの親子連

れは、次々に絵本を手に取り、読書に夢中になって

いた。その後、図書館で「おはなし会」が開催され、

同社のおはなし隊による絵本の読み聞かせが行われ

た。子供たちは時折笑い声を上げながら、熱心に聞

き入っていた。

よね
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市政情報ピックアップは、市民の皆さんの生活に役立ついろいろな情報を紹介するコーナーです。
市政情報
ピックアップ

【問合せ】議会事務局 ☎�８２１４

お知らせ

議会報告会を開催します

 市議会では、議員が地域の皆さんに議会の活動等

について報告するとともに、皆さんから意見や提言

を伺うため、議会報告会を開催します。

 多くの皆さんの参加をお待ちしています。

�内容 市議会の仕組み、議会改革の取組、３月議

    会（平成24年度分）の結果報告、意見交換

    など

※中学校区に関係なく、どの会場でも参加できます。

�開催日程（時間はいずれも午後７時から８時30分）

中 学 校 区 開 催 日 場 所

東部 ４月19日㈭ 咸宜公民館

前津江 〃 前津江公民館

三隈 ４月20日㈮ 光岡公民館

津江 〃 中津江公民館

南部 ４月24日㈫ 高瀬公民館

大山 〃 大山公民館

北部 ４月25日㈬ 西有田公民館

東渓 〃 天瀬公民館

戸山 ５月８日㈫ 三花公民館

五馬 〃 天瀬公民館五馬分館

東有田 ５月９日㈬ 東有田公民館

大明 〃 大鶴公民館

【問合せ】文化財保護課埋蔵文化財係 ☎�７１７１

 合併後の新日田市の歴史と、指定文化財などを

紹介した書籍「日田市の歴史と文化財」を販売し

ます。

�内容 

①日田市の自然や古代か

 ら近現代までの歴史等

 の概説

②国・県・市指定文化財

 の紹介

③日田市の歴史と文化財

 の魅力について

④人物伝・コラムなど

�仕様 Ａ４判、１５２

 ページ、フルカラー、文化財マップ付き

�販売価格 １,０００円

�販売場所 ３日以内窓口係、教育総務課、文化

 財保護課、博物館、咸宜園教育研究センター、

 各振興局・振興センター

「日田市の歴史と文化財」
を販売します

お知らせ

【問合せ】環境課企画推進係 ☎�８３５７

 市では、省エネルギーに配慮した行動が市民に

定着していくことを目指し、「エココンテスト」

を実施します。

�内容 期間中の電気使用量が一番少ない世帯を、

 世帯区分（５部門）に応じて表彰し、副賞を進呈

�対象 コンテスト期間を通して、市内で生活す

    る世帯

�期間 ４月１日㈰～平成25年１月末日まで

�参加方法 下記に備付けの「エコライフカレン

ダー」に添付している申込用紙に必要事項を記

入の上、郵送、持参、ファックス、メールのい

ずれかで下記に提出

※カレンダーは数量に限りがあります。（先着順）

※詳細は、市ホームページをご覧ください。

�申込先 〒８７７－８６０１(住所記載不要)

 環境課企画推進係

 （ＦＡＸ）２２－８２４１

 （メール）kankyo@city.hita.oita.jp

エココンテスト
を実施します

募 集
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【問合せ】税務課資産税係 ☎�８２０６

市民税係 ☎�８３９６

 平成24年度から、市県民税、固定資産税、国

民健康保険税、介護保険料の納付書の様式が変更

になります。

 また、これまで納期月に送付していた納付書は、

納税通知書（介護保険料の場合は納入通知書）を

発送する際、全納期分を一括して同封します。

 第２期以降分の納付書は大切に保管し、各納期

限までに納付してください。

納付書が変わります

【問合せ】あまがせ温泉まつり実行委員会 ☎�３４６６

お知らせ

【問合せ】会計課出納係 ☎�８２０７
税務課納税係 ☎�８２０５
水道課管理係 ☎�８２２０

�納付の開始時期

 平成24年４月から順次コンビニエンスストア

 で納付できる納付書に変更

※コンビニエンスストアで納付できる納付書には、バ

 ーコードが印字されています。

�納付できるもの

・市税（市県民税、固定資産税・都市計画税、軽

 自動車税、国民健康保険税）

・介護保険料

・上・下水道等使用料、住宅使用料・汚水管理料・

駐車場使用料等、ごみ処理手数料、し尿処理手

数料、水郷ＴＶ使用料、保育料、奨学資金償還

金、上津江施設使用料、市営駐車場使用料、若

林交流施設使用料等、マイスターハウス使用料等

�納付できるコンビニエンスストア

 全国23系列のコンビニエンスストア

※一部取扱いができない店舗があります。詳細は、バ

ーコードが印字されている納付書の裏面で確認して

ください。

こんな場合は、コンビニエンスストアでは納付で

きません

・バーコードの印字がない納付書や破損等でバー

 コードを読み取ることができないとき

・納付書１枚当たりの金額が30万円を超えるとき

・金額を訂正したとき

・納期限を過ぎたとき

コンビニエンスストアで
市税等が納付できます

お知らせ

 良質な泉質で知られ、歴史のある天ヶ瀬温泉の

温泉街で、今年も恒例の天ヶ瀬温泉まつりが開催

されます。

�とき  ４月15日㈰

�ところ（メイン会場） 

 天瀬公民館前おまつり広場

�天ヶ瀬座「素人芝居」 天瀬公民館 

 ［昼の部］午後１時～

 ［夜の部］午後７時～（午後６時から舞踊ショー）

※入場無料。

天ヶ瀬温泉まつり開催イベント

【問合せ】総務課行政係 ☎�８２０１

 市役所１階３日以内

窓口係の前に、行政資

料コーナーを設置しま

した。日田市の例規

集、予算書、各種計画

書等を置いていますの

で、ご覧ください。

行政資料コーナーを
設置しました

お知らせ

【問合せ】健康保険課国保・年金係 ☎�８２７１

日本年金機構日田年金事務所 ☎�６１７４

 平成24年４月から、国民年金保険料は月額40

円引き下げられ、次のようになりました。

�国民年金保険料（月額）

・平成23年度（３月まで） １万５,０２０円

・平成24年度（４月以降） １万４,９８０円

 年間納付金額 １７万９,７６０円

※納め忘れがあると、将来受け取る年金が少なくなっ

たり、年金を受けられなかったりする場合があります。

国民年金保険料の納付方法は、便利な口座振替やお

得な前納制度もあります。詳細は、お問い合わせく

ださい。

国民年金保険料が
変わりました

お知らせ
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︵
先
着
順
︶

・
新
築
住
宅
 
 
年
間
70
戸

・
リ
フ
ォ
ー
ム
 
年
間
２
０
０
戸

 
顔
の
見
え
る
家
づ
く
り
推
進
協
議
会

 
☎
�
２
１
６
７
︵
日
田
木
材
協

 
同
組
合
内)

 
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

 
☎
�
８
３
６
２
︵
市
役
所
３
階) 

地
域
材
を
活
用
し
た

 
 
 
木
製
品
等
の
設
置
を
補
助

■
対
象
 
商
店
街
、
金
融
機
関
、 

 
病
院
等
の
公
共
・
公
益
的
施
設

■
内
容
 

 
木
製
ベ
ン
チ
等
の
設
置
・
購
入

■
補
助
率
 

 
設
置
費
の
２
分
の
１
以
内

 
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

 
☎
�
８
３
６
２
︵
市
役
所
３
階)

地
域
材
を
活
用
し
た

公
共
建
築
物
等
の
木
造
化
・
内
装

 
 
 
 
 
 
の
木
質
化
を
補
助

■
対
象
 

 
学
校
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
、

 
医
療
法
人
、
民
間
事
業
者
、
そ

 
の
他
公
共
・
公
益
的
施
設

■
補
助
金
額
 

・
木
造
化
 
延
べ
床
面
積
１
m2
当

 
た
り
１
万
２
０
０
０
円
以
内

・
内
装
木
質
化
︵
既
存
の
建
物
の

 
内
装
を
木
材
に
張
り
替
え
る
︶

 
地
域
材
利
用
量
１
m3
当
た
り
13

 
万
５
０
０
０
円
以
内

■
申
込
期
限
 
４
月
20
日
㈮

 
午
後
５
時

 
大
分
県
西
部
振
興
局
林
業
・
木

 
材
・
椎
茸
班
 
☎
�
２
５
８
５

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

 

 
市
で
は
、
自
治
会
活
動
等
推
進

事
業
で
、
自
治
会
や
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体
的
に
取
り
組
む

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
等
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

井
戸
端
交
流
サ
ロ
ン

 
 
 
 
運
営
支
援
モ
デ
ル
事
業

■
対
象
団
体

 
自
治
会
又
は
自
治
会
の
構
成
団

 
体
︵
班
・
地
区
な
ど)

■
対
象
事
業

会
食
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、
主
催
者

が
自
由
に
年
間
を
通
し
継
続
し

て
行
う
活
動

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
囲
碁
な
ど

単
一
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
・
娯
楽
の
み

を
行
う
も
の
や
商
業
活
動
又
は
商

業
活
動
と
連
携
し
た
も
の
は
対
象
外
。

■
補
助
額
 
１
団
体
当
た
り
年
額

 
５
万
円
以
内

■
募
集
数
 
５
団
体
程
度

■
申
込
方
法
 
下
記
に
備
付
け
の

 
書
類
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
５
月
１
日
㈫

 
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

 
☎
�
８
３
５
６
︵
市
役
所
６
階)

ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業

■
対
象
団
体

３
人
以
上
で
構
成
し
、
非
営
利

で
公
益
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体

■
対
象
事
業

・
自
然
の
活
用
や
自
然
環
境
の
保

全
に
関
す
る
事
業

・
景
観
、
歴
史
、
文
化
等
を
活
用

し
た
事
業

・
生
活
環
境
の
保
全
・
美
化
に
関

す
る
事
業

・
地
域
間
、
あ
る
い
は
国
際
間
の

交
流
に
関
す
る
事
業

・
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
事
業

・
そ
の
他
、
地
域
振
興
に
資
す
る

事
業

※
市
の
他
の
補
助
対
象
と
な
る
事
業

や
宗
教
的
若
し
く
は
政
治
的
な
色

彩
を
有
す
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

※
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内

の
活
性
化
に
資
す
る
事
業
は
、
﹁
日

田
市
周
辺
地
域
活
性
化
対
策
事
業
﹂

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
率
・
補
助
限
度
額

 
６
割
以
内
・
50
万
円

■
申
込
方
法
 
市
民
活
動
推
進
課

 
に
直
接
申
込
み

※
申
請
を
希
望
す
る
団
体
は
、
必
ず 

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
・
提
出
書
類
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

※
申
請
書
の
受
付
は
、
予
算
が
な
く

 
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

 
市
民
活
動
推
進
課
活
動
支
援
係

 
☎
�
７
５
１
５
︵
市
役
所
２
階)

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

大
山
地
区
の
下
水
道
使
用
料

 
 
 
 
 
を
改
定
し
ま
す

 
大
山
地
区
の
下
水
道
使
用
料
は
、

５
月
請
求
分
︵
４
月
使
用
分
︶
か

ら
旧
日
田
市
の
使
用
料
と
同
額
の

料
金
に
な
り
ま
す
。

 
下
水
道
課
管
理
係

 
☎
�
８
２
１
９
︵
市
役
所
５
階)

問 問

問

問

問

問

お
知
ら
せ

日田市役所  ☎２３－３１１１

天瀬振興局  ☎５７－８２０１

大山振興局  ☎５２－３１０１

前津江振興局 ☎５３－２１１１

中津江振興局 ☎５４－３１１１

上津江振興局 ☎５５－２０１１

広報ひたの15日号が

お知らせ版になります

広報ひたの15日号は、４月15

日号から行政情報を中心とした

お知らせ版でお届けします。

４月分からの使用料今までの大山地区の使用料汚水量区 分

基本料金 10m3まで

101m3～

1,000円 1,460円

1m3当たり 40円 40円

11m3～20m3

21m3～30m3

31m3～40m3

41m3～50m3

51m3～100m3

120円

155円

163円

171円

192円

206円

228円

超過料金

（１m3当たり）

公衆浴場用
（温泉水含む）
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は
か
り
︵
計
量
器
︶
を
取
引

又
は
証
明
に
お
使
い
の
人
へ

 
は
か
り
︵
計
量
器
︶
を
商
品
の

販
売
、
農
水
産
物
の
出
荷
・
販
売
、

薬
の
調
剤
、
健
康
診
断
、
診
療
等

に
使
用
し
て
い
る
人
は
、
２
年
ご

と
に
大
分
県
が
行
う
定
期
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
定
期
検
査
実
施
日

 
５
月
17
日
㈭
～
６
月
５
日
㈫

※
前
回
受
検
し
た
人
に
は
個
別
に
通

知
し
ま
す
。

※
取
引
・
証
明
に
使
用
す
る
は
か
り

を
新
規
に
購
入
し
た
人
等
で
、
こ

れ
ま
で
に
検
査
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
人
、
取
引
・
証
明
へ
の
使
用

を
廃
止
し
た
人
は
、
４
月
20
日
ま

で
に
市
民
活
動
推
進
課
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
大
分
県
産
業
科
学
技
術

 
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
分
県
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７-

５
９
６-

７
１
０
２

市
民
活
動
推
進
課
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
推
進
係
 

☎
�
９
３
９
３
︵
市
役
所
２
階)

農
振
除
外
手
続
の
お
知
ら
せ

 
農
用
地
区
域
内
に
あ
る
田
ん
ぼ

や
畑
を
農
用
地
以
外
の
用
途
に
利

用
す
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域
除

外
等
の
手
続
が
必
要
で
す
。

 
平
成
24
年
度
の
手
続
を
審
査
す

る
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議

会
の
審
査
開
催
月
、
書
類
提
出
締

切
り
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
︵
開
催
月
︶
書
類
提
出
締
切
り

・
１
回
目
︵
７
月
︶
５
月
末
日

・
２
回
目
︵
11
月
︶
９
月
末
日

・
３
回
目
︵
２
月
︶
12
月
末
日

 
農
業
振
興
課
農
産
振
興
係

 
☎
�
８
２
１
１
︵
市
役
所
３
階)

消
火
栓
付
近
は
駐
車
禁
止

 
消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
消
防
道

路
付
近
は
、
火
災
が
発
生
し
た
と

き
に
消
火
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
水
を
供
給
す
る
場
所
で

す
。

 
消
火
栓
や
防
火
用
水
は
、
道
路

沿
い
や
歩
道
上
に
設
置
さ
れ
、
位

置
を
示
す
標
識
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
道
路
交
通
法
で
も

消
火
栓
な
ど
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以

内
で
の
駐
車
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

 
消
火
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
日
田
消
防
署
警
防
係

 
☎
�
２
２
０
４

違
法
、
悪
質
な
金
融
業
者
 

 
 
 
 
 
 
 
に
注
意
！

 
ヤ
ミ
金
融
業
者
と
は
、
法
律
に

違
反
し
て
国
や
県
の
登
録
を
受
け

ず
に
貸
金
業
を
営
む
業
者
の
こ
と

で
、
架
空
の
登
録
番
号
や
商
号
の

中
に
﹁
バ
ン
ク
﹂
﹁
信
託
﹂
な
ど

と
い
う
文
字
を
使
う
業
者
も
あ
り

ま
す
。

 
主
に
電
話
、
チ
ラ
シ
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
で
勧
誘
し
、
﹁
低
金

利
で
融
資
﹂
﹁
他
店
で
断
ら
れ
た

方
で
も
Ｏ
Ｋ
﹂
﹁
即
日
融
資
﹂
な

ど
利
用
者
の
心
理
を
つ
い
て
誘
い

込
ん
で
き
ま
す
。

 
す
ぐ
に
返
済
で
き
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
て
も
、
違
法
な
高
金
利

で
あ
っ
と
い
う
間
に
返
済
不
能
と

な
り
ま
す
。
少
し
で
も
返
済
が
遅

れ
た
場
合
は
、
厳
し
い
取
立
て
に

遭
い
、
返
済
の
た
め
に
別
の
違
法

な
金
融
業
者
か
ら
借
り
る
と
い
う

悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
違
法
な
金
融
業
者
の
利

用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

※
消
費
者
被
害
に
関
す
る
相
談
は
、

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
︵
☎
０
５

７
０-

０
６
４-

３
７
０
︶
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 
市
民
活
動
推
進
課
消
費
生
活
・

 
男
女
共
同
参
画
推
進
係

 
☎
�
９
３
９
３
︵
市
役
所
２
階)

肝
炎
治
療
の
医
療
費
助
成

■
対
象

・
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の

除
去
を
目
的
に
行
う
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
治
療
︵
保
険
適
用
分)

・
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
対
し

て
行
わ
れ
る
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製

剤
治
療
︵
保
険
適
用
分
︶

※
助
成
額
は
対
象
者
の
世
帯
の
所
得

 
等
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

 
大
分
県
西
部
保
健
所

 
☎
�
３
１
３
３

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査

■
検
査
受
診
方
法

・
保
健
所
が
実
施
す
る
無
料
検
査

 
保
健
所
に
事
前
に
電
話
で
予
約

・
医
療
機
関
が
実
施
す
る
無
料
検
査

 
保
健
所
が
発
行
す
る
﹁
肝
炎
ウ

 
イ
ル
ス
検
査
受
診
票
﹂
を
希
望

 
す
る
医
療
機
関
に
提
出
︵
平
成

 
25
年
３
月
31
日
ま
で
︶

※
基
本
的
に
、
一
度
検
査
を
受
け
た

 
人
は
再
度
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま

 
せ
ん
。

 
大
分
県
西
部
保
健
所

 
☎
�
３
１
３
３

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

 
里
親
制
度
は
、
様
々
な
事
情
で

実
の
親
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な

い
子
供
を
家
庭
的
な
暖
か
い
雰
囲

気
の
中
で
育
て
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。

 
左
記
で
は
、
里
親
の
募
集
を
随

時
、
行
っ
て
い
ま
す
。
里
親
に
関

心
が
あ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 
大
分
県
中
津
児
童
相
談
所

 
☎
０
９
７
９-

２
２-

２
０
２
５

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
青
年
海
外
協

力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
を
５
月
14
日
ま
で
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

☎
０
９
３-

６
７
１-

８
３
４
９

企
画
課
政
策
企
画
係

☎
�
８
２
２
７
︵
市
役
所
６
階)

日
田
の
川
を
考
え
る
会

 
 
 
 
 
 
 
会
員
募
集

  
こ
の
会
は
、
市
内
の
河
川
環
境

に
関
す
る
意
見
交
換
や
河
川
敷
の

清
掃
活
動
、
小
学
生
対
象
の
自
然

体
験
学
習
﹁
川
の
楽
校
﹂
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

■
年
会
費
 
１
０
０
０
円

■
申
込
方
法
 
住
所
、
氏
名
、
年 

 
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
は

 
が
き
又
は
メ
ー
ル
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
４
月
16
日
㈪

〒
８
７
７-

８
６
０
１

︵
住
所
記
載
不
要
︶

環
境
課
水
・
環
境
係

☎
�
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階)

 k
a
n
k
y
o
@

c
ity

.h
ita

.o
ita

.jp

問

問

問

問

問問 問

問問

次回の広報ひた４月15日号は、４月16日㈪に発送します。

募
集

保
健
・
福
祉

mail

が
っ
こ
う
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平
成
24
年
度
前
期

 
 
 
 
 
技
能
検
定
試
験

■
実
施
職
種
 
製
造
業
、
建
設
業
、

 
整
備
修
理
業
等
44
職
種
70
作
業

■
受
付
期
間
 

 
４
月
９
日
㈪
～
18
日
㈬

■
実
技
試
験
問
題
公
表
 

 
５
月
28
日
㈪

■
実
技
試
験
実
施
期
間
 

 
６
月
４
日
㈪
～
９
月
９
日
㈰

■
学
科
試
験
実
施
日
 

 
７
月
22
日
㈰
、
８
月
19
日
㈰
、

 
８
月
26
日
㈰
、
８
月
29
日
㈬

 
９
月
２
日
㈰

■
申
込
先
 

 
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

 
☎
０
９
７-

５
４
２-

３
６
５
１

 
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

 
☎
�
８
２
３
９
︵
市
役
所
３
階)

大
分
県
警
察
官
採
用
試
験

■
試
験
種
類
・
予
定
募
集
数

・
警
察
官
Ａ
︵
大
卒
・
男
性
︶

 
一
般
 
50
人

・
警
察
官
Ａ
︵
大
卒
・
女
性
︶

 
一
般
 
４
人

■
資
格
 
昭
和
54
年
４
月
２
日
以 

 
降
に
生
ま
れ
、
大
学
を
卒
業
し

 
た
人
又
は
平
成
25
年
３
月
ま
で

 
に
卒
業
見
込
み
の
人

■
申
込
期
限
 
４
月
20
日
㈮

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
は
４ 

 
月
13
日
ま
で
。

■
第
一
次
試
験
日
・
会
場

 
５
月
13
日
㈰
・
大
分
商
業
高
校

 ︵
大
分
市
︶

※
詳
細
は
、
大
分
県
警
察
本
部
ホ
ー

 
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 ︻
願
書
請
求
先
︼
日
田
警
察
署

 
総
務
課
 
☎
�
２
１
３
１

平
成
24
年
度

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
日
・
会
場

 
６
月
24
日
㈰ 

午
前
10
時
～
 

 
 
日
田
林
工
高
校

■
試
験
種
類

 
甲
種
・
乙
種
︵
全
類
︶・
丙
種

■
願
書
受
付
期
間
 
４
月
19
日
㈭

 
～
５
月
８
日
㈫
︵
電
子
申
請
は

 
４
月
16
日
か
ら
５
月
５
日
ま
で)

■
願
書
配
付
先

 
日
田
消
防
署
危
険
物
係

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

■
と
き
 

・
法
令
 
 
 
５
月
15
日
㈫

・
物
理
化
学
 
５
月
24
日
㈭

 
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
か
ら

 
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ
 
総
合
体
育
館
２
階
会
議
室

■
申
込
方
法
 
講
習
日
の
１
週
間

 
前
ま
で
に
左
記
に
直
接
申
込
み

 
日
田
消
防
署
危
険
物
係

 
☎
�
２
２
０
４

定
例
行
政
相
談
︵
４
月)

■
と
き
・
と
こ
ろ

・
４
日
㈬
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
天
瀬
公
民
館

・
18
日
㈬
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
天
瀬
公
民
館
五
馬
分
館

 
 
上
津
江
振
興
局

・
19
日
㈭
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
中
津
江
振
興
局

・
20
日
㈮
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
大
山
振
興
局
会
議
室

・
25
日
㈬
 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 
 
市
役
所
１
０
１
会
議
室

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

■
相
談
内
容
 
各
官
公
庁
に
対
す

 
る
意
見
・
要
望
や
悩
み
ご
と
な
ど

 
市
民
活
動
推
進
課
３
日
以
内
窓
口
係

 
☎
�
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

障
が
い
に
関
す
る

 
 
 
巡
回
相
談
会
︵
４
月)

■
Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と
︵
身
体
・
知
的
・  

 
療
育
に
関
す
る
こ
と)

・
13
日
㈮
 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
大
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分

 
 
前
津
江
保
健
セ
ン
タ
ー

・
17
日
㈫
 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
天
瀬
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
20
日
㈮
 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
津
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分

 
 
上
津
江
振
興
局

■
ヒ
ュ
ッ
ゲ
︵
精
神
に
関
す
る
こ
と)

・
５
日
㈭
 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 
 
上
津
江
振
興
局

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分

 
 
中
津
江
振
興
局

・
９
日
㈪
 
午
前
９
時
～
正
午

 
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

・
11
日
㈬
 
午
前
９
時
30
分
～
正
午

 
 
天
瀬
振
興
局

 
 
中
津
江
振
興
局

・
12
日
㈭
 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 
 
前
津
江
保
健
セ
ン
タ
ー

 
午
後
１
時
～
２
時
30
分

 
 
大
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
知
的
障
害
者
相
談
員

・
２
日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜
日

 ︵
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日)

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 
㈲
す
ぎ
の
こ
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
︵
淡
窓
１
丁
目
︶

 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

日
曜
公
証
遺
言
法
律
相
談

■
と
き
 
４
月
８
日
㈰

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
 
日
田
公
証
役
場

 (

市
役
所
前
の
交
差
点
の
角)

■
相
談
員
 
日
田
公
証
役
場
公
証
人

■
相
談
内
容
︵
電
話
予
約
が
必
要
︶

①
遺
言
、
高
齢
者
の
財
産
管
理
、

賃
貸
借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、

離
婚
給
付
等
に
関
す
る
法
律
相
談

②
会
社
定
款
、
確
定
日
付
、
相
続

問
題
に
関
す
る
法
律
相
談

 
日
田
公
証
役
場

 
☎
�
６
７
５
１

こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
相
談

■
と
き
 
４
月
11
日
㈬
 

 
午
後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
相
談
室

■
相
談
員
 
保
健
師

■
相
談
内
容
 
不
眠
、
食
欲
減
退

 
な
ど
心
と
体
に
関
す
る
相
談

 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
�
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
︵
４
月)

■
と
き
・
と
こ
ろ

・
12
日
㈭
 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 
 
法
務
局
日
田
支
局

・
19
日
㈭
 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 
 
天
瀬
公
民
館

■
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
又
は

 
法
務
局
職
員

■
相
談
内
容
 
近
隣
問
題
、
相
続
、

 
離
婚
、
金
銭
貸
借
、
そ
の
他
の

 
法
律
及
び
人
権
侵
害
問
題
な
ど

 
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局
 

 
☎
�
２
７
１
９

精
神
保
健
福
祉
相
談

 
 
 ︵
こ
こ
ろ
の
相
談
日
︶

■
と
き
 
４
月
17
日
㈫
 
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

 
１
階
診
察
室

■
相
談
員
 
専
門
医
師
、
保
健
師

■
相
談
内
容
 
認
知
症
や
う
つ
病

等
に
悩
む
人
や
そ
の
家
族
等
に

対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相

談
︵
事
前
に
電
話
で
予
約
が
必
要)

 
大
分
県
西
部
保
健
所
 

 
☎
�
３
１
３
３

試
験

相
談
 
 
 
無
料

問

問問

問

問

問

問

問 問

くらしの情報
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﹁
法
テ
ラ
ス
の
日
﹂
法
律
相
談
会

■
と
き
・
と
こ
ろ
 
４
月
20
日
㈮

 
午
後
１
時
～
４
時

 
市
役
所
６
０
１
会
議
室

■
相
談
員
 
弁
護
士
、
司
法
書
士

■
相
談
内
容
 
民
事
全
般
︵
離
婚
、

 
財
産
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
等
︶
、

 
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な
ど

■
募
集
数
 
12
人
︵
先
着
順
︶

■
申
込
先
 
法
テ
ラ
ス
大
分

 ︵
☎
０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
２
０)

■
申
込
期
間
 

 
４
月
９
日
㈪
～
19
日
㈭

 
市
民
活
動
推
進
課
３
日
以
内
窓

 
口
係

 
☎
�
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

■
と
き
・
と
こ
ろ
 
４
月
26
日
㈭

 
午
後
１
時
～
５
時

 
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
相
談
室
１

■
相
談
員
 
弁
護
士

■
相
談
内
容
 
財
産
、
金
銭
貸
借
、

 
離
婚
等
、
法
律
に
関
わ
る
こ
と

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

※
市
内
在
住
の
人
に
限
り
ま
す
。

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
予
約
開
始
日
 
４
月
６
日
㈮

 
午
前
８
時
30
分
～

 
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

 
☎
�
７
０
２
６

の
び
の
び
発
達
相
談

 
 ︵
子
供
の
発
達
相
談
会
︶

■
と
き
 
４
月
27
日
㈮
 
午
前
10
時
～

■
と
こ
ろ
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■

相
談
員
 
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士
、
保
育
士
、
臨
床
心
理

士
、
保
健
師

■
相
談
内
容

・
動
き
が
激
し
い
、
こ
だ
わ
り
が

 
強
い
、
友
達
と
う
ま
く
遊
べ
な

 
い
な
ど
発
達
や
子
供
へ
の
関
わ

 
り
方
に
関
す
る
相
談

・
発
音
が
お
か
し
い
、
ど
も
り
が

 
あ
る
、
言
葉
が
遅
れ
て
い
る
な

 
ど
言
葉
に
関
す
る
相
談

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
 
４
月
13
日
㈮

 
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

 
☎
�
３
０
０
０
︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内)

た
け
の
こ
掘
り
体
験

□
と
き
・
と
こ
ろ
 
４
月
22
日
㈰

 
午
前
10
時
～
正
午
 

 
月
出
町
多
目
的
交
流
館

□
募
集
数
 
50
人
︵
先
着
順
︶

※
一
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可
。

□
参
加
費
 
一
人
３
０
０
０
円
、

 
小
学
生
以
下
１
０
０
０
円
︵
掘

 
っ
た
た
け
の
こ
は
持
ち
帰
る
こ

 
と
が
で
き
ま
す
︶

※
月
出
山
米
の
お
に
ぎ
り
と
た
け
の

 
こ
入
り
味
噌
汁
を
準
備
し
ま
す
。

□
申
込
方
法

 
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

□
申
込
期
限
 
４
月
15
日
㈰

 
月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
︵
吉
田)

 
☎
 
�
８
７
１
８

問

問

問

問

タ
ウ
ン
情
報

■とき  ５月26日㈯・27日㈰

 午前10時から午後４時までの間の20分程度

■ところ ＪＲ日田駅前特設ステージ他

■申込方法 団体又は個人名、代表者氏名、電話番号、出

 演内容（バンド、ダンス等）、曲名、希望日時を電話又は

 ファックスで連絡

※出演料、交通費等の支給はありません。

※既設の音響機器の利用が条件。

■申込期限 ４月16日㈪

■とき  ５月26日㈯ 午後１時～３時（正午受付開始）

■ところ 三隈川河畔（京町児童公園前）

■参加資格

 高校生以上で、川に落ちてぬれてもよい健康な人

■申込方法

 （はんぎり源平合戦とは、特大の桶を使った水上競技です）

 団体名（３人１組）、代表者氏名と連絡先を電話又はフ

 ァックスで連絡

■申込期限 ５月15日㈫

【申込み・問合せ】日田まつり振興会事務局（観光課内） ☎２３－３１１１（ＦＡＸ）２２－８２４６

参加しよう！
どんたく広場がリニューアル！

５月26日 27日 日田川開き観光祭日土

水郷日田どんたくカーニバル出演者募集

[パレード部門]

 企業・団体（５人以上）が対象。仮装やコスプレ、ユ

ニフォーム等で出場しＰＲの場として活用してください。

[青少年文化・スポーツ功労部門]

 市内の小・中学生、高校生が所属する団体で、文化・

スポーツ各方面において全国規模の大会に出場又は県大

会優勝以上の成績を収めた団体及び個人が対象。

■とき  ５月27日㈰ 午前10時～午後４時

■ところ 寿通り～日田駅前

■申込方法 団体又は個人名、代表者氏名、電話番号を電

 話又はファックスで連絡

※出演料、交通費等の支給はありません。

※公序良俗に反するもの、政治や宗教、人権を侵害するような表

 現等を目的とする企業・団体は参加できません。

■申込期限 ４月16日㈪

はんぎり源平合戦参加者募集 ステージイベント出演者募集

FAX



ひた女性人材育成倶楽部

“キアラ”第２期生 会員募集
 地域や社会で活躍する女性の人材育成を目的としたこの倶楽部で、

自分にできることを見付けてみませんか。

 多くの皆さんの参加をお待ちしています。

【申込先・問合せ】市民活動推進課消費生活・男女共同参画推進係 ☎２２－７５１５（市役所２階）

         （ＦＡＸ）２２－２２１０（メール）katsudo@city.hita.oita.jp

講 座

研 修

全 国 で 活 躍 す る 講 師 の 講 義 を 受 け る こ と が で き ま す

作家の家田荘子氏や株式会社サントリーの斉藤由香氏など、全国で活躍している人を講師に招き、

年４回実施します。

日 頃 見 る こ と が で き な い 視 察 な ど も あ り ま す

博多座での観劇、舞台裏の視察や会員みんなで考える会など、年３回実施します。

キアラ

キアラとは、イタリア語で「光り輝く」という意味で

■対象 市内在住の20歳以上の女性（第１期生は応募できません）

■募集数 30人（申込み多数の場合は抽選）

■参加費 無料（７月予定の博多座観劇料は自己負担）

■申込方法 ①住所②氏名③年齢④電話番号を記載し、ファックス又はメールで申し込むか、 

 下記に電話で申込み

※各振興局・振興センターでも受け付けています。

■申込期限 ４月20日㈮必着

く ら ぶ
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キアラとは、イタリア語で「光り輝く」という意味です。

年 間 ス ケ ジ ュ ー ル

と き 内 容

平成24年５月 開講式、研修会
オリエンテーション

㈱ウンゴロウンゴロ 代表取締役社長 城ノ石ゆかり氏

※講師や内容等は、一部変更になる場合があります。

６月 講座 起業家と語り合う会

７月 研修視察
博多座観劇（ミュージカル：エリザベート）

舞台裏視察

９月 講座 講師：作家 家田荘子氏（著書「極道の妻たち」他多数）

10月 講座
講師：㈱サントリー 斉藤由香氏

   （父 北杜夫、祖父 斉藤茂吉）

11月 講座 講師：未定

平成25年１月 研修会、閉講式 会員みんなで考える会
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人権コラム 

心、豊かに
市民意識調査報告①

大分県人権啓発

イメージキャラクター 

こころちゃん

条例の素案を

作る

市の課題など

を話し合う

条例制定まで

の流れ

条例のたたき

台を作る

条例の原案を

作る
条例案を作る

 今回から、平成23年９月に実施した「人権に関する市民意識調査」の結果についてお

知らせします。

 調査対象は、市民の中から無作為に抽出した20歳以上の男女各６００人の計１,２００人

で、有効回収率は３９.６％でした。年代別は、グラフ①のとおりです。前回と比べて20代、

60代が特に減少しています。回収率を上げるために、今後は調査方法の見直しや人権意

識の向上を図っていきます。

 「どの人権問題に関心があるか」の問いに対する回答結果は、グラフ②のとおりです。

「障がいのある人」「子ども」「高齢者」「女性」「インターネット」「同和問題」など人権

問題に幅広く関心が高いことから、今後も引き続き、様々な分野の人権問題の啓発に対応できる人材の発掘や講師の

育成に向けた取組が必要であると考えます。

市ホームページの自治基本条例の取組のページに、過

去の会議の内容（資料、会議要旨）を掲載しています。

併せて、自治基本条例に関するご意見も随時、募集し

ています。また、市民ワーキンググループ会議は原則、

公開していますので、傍聴を希望する人は企画課まで

お問い合わせください。

【問合せ】 〒８７７－８６０１ 

 (住所記載不要)企画課政策企画係

 ☎２２－８２２７（市役所６階）

 （ＦＡＸ）２２－８３２４

 （メール）kikaku@city.hita.oita.jp

◆前文

◆総則（目的、条例の位置付け、定義、自治の基本原則）

◆各主体の権利及び責務（市民の権利、市民の責務、

 事業者の責務、市議会の責務、市議会議員の責務、

 地域コミュニティの役割、地域コミュニティへの

 加入、地区自治協議会、小規模集落等対策、子ど

 もの健全育成及び権利、市長の責務、職員の責務）

◆参画と協働（参画と協働の推進）

◆住民投票（住民投票）

◆市政運営（政策法務、組織及び人事政策、総合計

 画、財政運営、行政評価、審議会等、情報公開及

 び情報提供、説明責任、広報広聴、個人情報保護、

 パブリックコメント手続、市外の人々等との交流

 及び連携）

◆その他（条例の見直し）

 現在、市民ワーキンググループでは今までの会議で

議論してきたことを踏まえて条例のたたき台を作って

います。たたき台（案）の構成は次のとおりです。

たたき台（案）の構成（検討段階）

みんなでつくろう自治基本条例 （第６回）

20歳代 15.1％

今回
前回（平成18年）

22.2％

43.1％
55％

46.7％
49.5％

30.5％
30.1％

42.7％
39.4％

34.7％
31.3％

39.6％
35.6％

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

[グラフ① 年齢別回収率] [グラフ② 関心がある人権問題（３つまで回答）]

女性……………………
子ども…………………
高齢者…………………
障がいのある人………
同和問題………………
アイヌの人々…………
外国人…………………
エイズやハンセン病…
刑を終えて出所した人
犯罪被害者等…………
インターネットなど…
その他…………………
特にない………………

32.1％

33.8％

33.2％

23.1％

1.1％

4.8％

11.6％

8.4％

13％

9.2％

1.8％

30.5％

46.2％

第15回市民ワーキンググループ会議

と き：４月10日㈫ 

    午後７時～９時

ところ：市役所７階中会議室

【問合せ】人権啓発センター ☎２２－８０１７（市役所別館１階）
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☆印は事前に予約が必要です。※児童館の利用には、年１回登録申請書（押印必要）の提出が必要です。

の主な催し

子育てを応援します！

月４

じどうかん
  ・  
支 援 施 設

 ランチday

 18日㈬

 午前10時～

 お誕生会

 24日㈫

 午前10時～

 せいまお兄さんと

 遊ぼう

 27日㈮

 午前10時～

 スライム作り

 ５日㈭・６日㈮

 午前10時30分～

 はっぴーきっず

 (乳幼児対象)

 11・18・25日㈬

 午前10時30分～

 おしゃべり・読み

 聞かせ・リズムあ

 そび

☎52－2901

 チャレンジJr

 (小学生対象) 

 ７日㈯

 午前10時30分～

 こいのぼり作り

 はっぴーきっず

 (乳幼児対象)

 11・18・25日㈬

 午前10時30分～

 お茶会・親子あそ

 び制作・お話し会

☎57－8922

 せいまお兄さんと

 遊ぼう

 ６日㈮

 午前11時～

 こいのぼり作り

 17日㈫～20日㈮

 午前10時30分～

 療育「音あそび」

 27日㈮

 午前11時～

☎27－6406

はる と

�川春斗ちゃん

（２歳・丸の内町）

（１歳・中釣町）

ひ ら り

橋本陽良利ちゃん

橋本航聖ちゃん

（３歳・清水町）

こうせい

柿本莉奈ちゃん

（３歳・清岸寺町）

り な

☎53－2409

金�心花ちゃん

（２歳・天神町）

こ はな

欅尾勇真ちゃん

（３歳・秋原町）

ゆう ま

小山一輝ちゃん

（３歳・中釣町）

いっ き

吉里 粋ちゃん

（２歳・若宮町）

すい りゅうく

（１歳・田島１丁目）

り い さ

渡辺理衣沙ちゃん

熊谷隆空ちゃん

（２歳・三河町）

（１歳・天神町）

ち はる

志賀千春ちゃん
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元気な日田っ子
あつまれ！

松原児童館（☎52－2922）は、毎週土曜日のみ開館しています。

金子 颯ちゃん

（３歳・三本松２丁目）

☎22－7565☎23－1890

 親子体操の日

 ９日㈪

 午前11時～

 ペタペタの日

 16日㈪

 午前11時～

 ベビーヨガ

 23日㈪

 午前11時～

 身体計測

 10日㈫

 午前９時30分～正午

 小袋先生の子育て相談

 25日㈬

 午前９時30分～

 トッポンチーノ

 ワークショップ

 28日㈯

 午後０時30分～

     ３時30分

 試食会

 18日㈬  

 午前11時15分～正午

 プレママクラブ

 18日㈬

 午後１時30分～３時

 せいまお兄さんと

 エクササイズ

 25日㈬

 午前10時30分～正午

☎25－5300

田吹颯大ちゃん

（１歳・田島２丁目）

 誕生日の記念にお子さんの

写真を載せてみませんか。応

募方法は次のとおりです。

■対象 ６月に誕生日を迎え

 る３歳までのお子さん

■掲載人数

 20人程度（抽選）

※抽選の結果は、当選者のみに

 ご連絡します。

■申込方法

 下記のいずれかの方法でお

 申し込みください。

○はがきから

住所、お子さんの氏名と生

年月日、保護者名、昼間の

連絡先の電話番号を記入の

上、郵送

○ホームページから

市ホームページ（電子申請

システムのページ）から申

込み

○携帯電話から

 下記の２次元コードから申

 込み

※申込みの際は、写真を送付す

 る必要はありません。

■申込期限 ５月１日㈫

■申込み・問合せ

 〒877－8601

 (住所記載不要）総務課広報係

 ☎�８６２７（市役所４階)

 □人口 71,451人

     （前月比－41人）

 □ 男 33,712人

 □ 女 37,739人

 □世帯 26,848世帯

（平成24年２月29日現在）

日田市の人口

大内崇睦ちゃん

（２歳・清水町）

たか む

佐藤有隼ちゃん

（３歳・前津江町柚木）

ゆう と

船津梨乃ちゃん

（３歳・上手町）

り の

そう た

はやて

ち はる

江藤千華ちゃん

（２歳・桃山町）

梶原大和ちゃん

（２歳・銭渕町）

やまと

川邉千裕ちゃん

（１歳・あやめ台）

ち ひろ

坂本翔仁ちゃん

（１歳・清岸寺町）

はや と
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 ４月23日から５月12日は、「こどもの読書週間」です。今年も様々な催し

を企画しています。ご家族やお友達同士で、是非、図書館にお越しください。

空のしっぽ
名木田恵子／作 佼成出版社

寒い日の朝。誰もいない草原で寂し

そうに空を見上げていたキリンくん

は、空から細長いしっぽが下がって

いるのを見付けた。リスちゃんと一

緒にそのしっぽを引っ張ると、それ

は空の毛糸で…。

苦手な人もスラスラ書ける
          文章術
樋口裕一／著 ＰＨＰ研究所

文章を書くための基本ルールを始め、

読みやすい文章にするための簡単な

コツ、論理的に書くために注意しな

ければいけないことなどを分かりや

すく解説。

荻窪シェアハウス小助川
小路幸也／著 新潮社

やりたいことも夢も特になし。自慢

は家事の腕前だけ。そんな佳人が始

めたのは、見ず知らずの男女６人＋

管理人との共同生活だった。一歩踏

み出す勇気が見付かる長編エンタメ

です。

淡窓図書館

  TEL 22－2497
（FAX 26-3210）

開館時間：午前10時～午後７時

   （日曜日は午後６時まで）

今 月 の 新 刊 。

 こどもの読書週間行事

 平成23年度のスタンプラリー

が終了し、３回目の抽選を行いま

した。当選者には電話連絡をしま

す。抽選の結果は、館内の掲示で

ご確認ください。

平成23年度スタンプラリー
の抽選結果

 ４月29日と５月３日は、祝日で

すが開館します。日頃なかなか図

書館に行けないという人は、是非、

ご利用ください。

祝日の開館日

日 月 火 水 木 金 土

４月（■…休館日）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

書図 館

に

こ行 う

・期間中のイベント

 （詳細は、図書館だよりやチラシをご覧ください）

●図書のリサイクル会

●童謡のなぞ・不思議展

●マナーアップキャンペーン

●４月28日㈯ 一日図書館長

 小学生２人が一日図書館長として業務体験など

 を行います。

おいでよ！おはなし会
●とき・ところ

 ４月14日㈯ 午後２時～

 児童コーナー

 ４月28日㈯ 午後１時～

 ２階研修室

４月28日は、読書週間行事と併

せて行われます。親子でお楽しみ

ください。
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夜間当番医日曜・祝日当番医 （午後７時～10時）

内
科

外
科

歯
科

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
来
院
前
に
電
話
が
必
要

◎
◯
印
は
午
前
９
時
～
正
午

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

月

4

5

月

4

5

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

1

2

3

4

5

曜

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

1

8

15

22

29

30

3

4

5

6

所在地

田島１丁目

隈１丁目

城町１丁目

本 町

中央１丁目

天 神 町

中央１丁目

清岸寺町

清 水 町

石井町2丁目

電話

22-1170

22-0033

22-1231

22-3292

24-1148

23-6009

24-4155

22-1648

27-5050

23-8123

病医院名

佐 藤 内 科 医 院

若 宮 病 院

河津内科呼吸器科

こじかこどもクリニック

下 飛 田 小 児 科

松 浦 ク リ ニ ッ ク

岩 尾 病 院

隈 診 療 所

福 田 医 院

聖陵花月クリニック

膳 所 医 院

日 野 内 科

麻 生 小 児 科 医 院

隈 診 療 所

桂林胃腸科循環器科病院

下 飛 田 小 児 科

河津内科呼吸器科

こじかこどもクリニック

若 宮 病 院

松 浦 ク リ ニ ッ ク

福 田 医 院

膳 所 医 院

佐 藤 内 科 医 院

聖陵花月クリニック

麻 生 小 児 科 医 院

岩 尾 病 院

隈 診 療 所

坂 東 小 児 科

下 飛 田 小 児 科

日 野 内 科

若 宮 病 院

こじかこどもクリニック

松 浦 ク リ ニ ッ ク

福 田 医 院

聖陵花月クリニック

所在地

田島１丁目

南 元 町

石井町2丁目

清岸寺町

中央１丁目

中央１丁目

淡窓２丁目

隈１丁目

清岸寺町

清 水 町

本 町

天 神 町

淡窓２丁目

隈１丁目

城町１丁目

中央１丁目

石井町2丁目

清岸寺町

南 元 町

中央１丁目

清岸寺町

本 町

田島１丁目

清 水 町

淡窓２丁目

淡窓２丁目

隈１丁目

誠 和 町

中央１丁目

天 神 町

南 元 町

清岸寺町

中央１丁目

清岸寺町

清 水 町

電話

22-1170

22-7171

23-8123

28-8771

24-1148

24-4155

22-6161

22-0033

22-1648

27-5050

22-3292

23-6009

24-2323

22-0033

22-1231

24-1148

23-8123

28-8771

22-7171

24-4155

22-1648

22-3292

22-1170

27-5050

24-2323

22-6161

22-0033

22-3300

24-1148

23-6009

22-7171

28-8771

24-4155

22-1648

27-5050

月

4

5

日

1

8

15

22

29

30

3

4

5

6

病医院名

※ 北 山 歯 科 医 院

荒 木 歯 科 医 院

近 藤 歯 科

合 原 歯 科 医 院

※ 後 藤 歯 科 医 院

石 井 歯 科 医 院

武 内 歯 科 医 院

※もちまつ歯科医院

林 歯 科 医 院

酒 井 歯 科 医 院

所在地

大山町西大山

大山町西大山

石井町２丁目

田島本町

東 町

日ノ出町

元 町

清 水 町

上城内町

港 町

電話

52-3553

52-2022

24-6080

22-5305

22-0002

24-6886

22-3034

22-8071

24-6690

23-6480

◯

◯

◯

月

4

5

日

1

8

15

22

29

30

3

4

5

6

病医院名

五反田胃腸科外科病院

城 谷 病 院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

大 河 原 病 院

原 病 院

城 谷 病 院

五反田胃腸科外科病院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

病医院名

佐 藤 内 科 医 院

隈 診 療 所

桂林胃腸科循環器科病院

膳 所 医 院

下 飛 田 小 児 科

日 野 内 科

松 浦 ク リ ニ ッ ク

福 田 医 院

聖陵花月クリニック

河津内科呼吸器科

所在地

若 宮 町

元 町

新 治 町

豆 田 町

隈２丁目

三本松２丁目

元 町

若 宮 町

新 治 町

豆 田 町

電話

23-8386

23-6115

22-2662

23-0808

22-3131

22-7151

23-6115

23-8386

22-2662

23-0808
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若
い
力
で
地
元
に
元
気
を
！

金
森
烈
雄
さ
ん
︵
前
津
江
町
大
野
︶

れ
 
お

 

 
毎
年
、
川
開
き
観
光
祭
の
ど
ん
た
く
パ
レ
ー
ド
に
一
際

目
立
つ
黄
色
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
元
気
一
杯
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
前
津
江
町
の
シ
ャ

カ
ダ
ケ
ッ
ツ
。

 
５
年
前
、
代
表
を
務
め
る
金
森
烈
雄
さ
ん
の
呼
び
掛
け

で
ど
ん
た
く
パ
レ
ー
ド
の
参
加
を
目
的
に
結
成
し
て
以
来
、

釈
迦
岳
の
山
開
き
や
ふ
る
さ
と
祭
り
、
グ
リ
ー
ン
マ
ラ
ソ

ン
大
会
な
ど
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
前
津
江
町
の

活
性
化
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

 
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
19
人
。
﹁
前
津
江
の
若
い
人
た
ち

は
み
ん
な
仲
が
良
く
、
青
年
団
と
い
う
枠
を
越
え
て
サ
ー

ク
ル
の
よ
う
な
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
﹂

と
話
す
金
森
さ
ん
。
若
者
に
人
気
が
あ
る
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

�
シ
ャ
カ
ラ
ビ
ッ
ツ
�
と
釈
迦
岳
を
も
じ
っ
て
名
付
け
た

こ
と
か
ら
も
、
会
の
自
由
な
雰
囲
気
が
う
か
が
え
る
。

 
﹁
地
元
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
若
い
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
、
地
元
を
元
気

に
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
﹂
と
、
川
開
き
観
光
祭
の
ど

ん
た
く
パ
レ
ー
ド
に
は
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

 
﹁
今
後
も
少
し
ず
つ
活
動

の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
黄
色
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
見
掛
け
た
ら
、
気

軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
﹂

町
の
未
来
を
担
う
若
い
力
が

今
後
も
地
元
に
元
気
を
与
え

続
け
る
。


